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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結

累計期間
第57期

会計期間
自平成27年９月１日
至平成28年５月31日

自平成28年９月１日
至平成29年５月31日

自平成27年９月１日
至平成28年８月31日

売上高 （千円） 12,132,868 12,392,771 16,555,075

経常利益 （千円） 3,170,908 3,432,786 4,055,184

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 2,299,590 2,457,007 3,005,645

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,515,072 3,507,374 936,622

純資産額 （千円） 27,359,938 29,238,970 26,781,488

総資産額 （千円） 30,518,673 32,769,927 29,922,258

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 69.56 74.89 91.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 89.6 89.2 89.5

 

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年３月１日
至平成28年５月31日

自平成29年３月１日
至平成29年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.33 23.21

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、MANI MEDICAL INDIA

PRIVATE LIMITEDを新たに設立しました。これに伴い、当社の関係会社は子会社が１社増加しました。

　MANI MEDICAL INDIA PRIVATE LIMITEDは、成長著しいインド市場において、当社製品の販売及びマーケティング

の強化を図るため、新たに販売拠点を設立したものであります。

　この結果、当社グループは、当社及び子会社９社により構成されることとなります。なお、当社グループが営む

事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

 

（１）業績

　当第３四半期連結累計期間における医療機器業界は、先進国では医療費抑制政策や承認基準の厳格化等厳しい状

況が続いているものの、先進医療の導入が進み、新興国では人口の増加及び経済発展に伴う医療インフラの整備が

進んでいるため、全体としては引き続き市場の拡大を見込んでおります。

　一方で、英国のEU離脱決定に端を発した不透明な欧州の経済動向、米国の今後の経済・金融政策等により、世界

情勢は予断を許さない状況にあります。

　このような環境下、当社グループにおきましては、引き続き需要の拡大が見込まれる新興国市場において、中国

の販売拠点 馬尼(北京)貿易有限公司 及びベトナムの販売拠点 MANI MEDICAL HANOI CO., LTD. を中心に現地マー

ケティングの強化を図り、ユーザーニーズの把握及び販売網の整備に努めた結果、デンタル関連製品の中国売上を

大きく増加させることができました。さらに、成長著しいインド市場での売上拡大を目指して、新たに販売拠点

MANI MEDICAL INDIA PRIVATE LIMITED を設立しました。ドイツの子会社 Schütz Dental GmbH 及び GDF

Gesellschaft für dentale Forschung und Innovationen GmbHの２社(以下、「SDG」という。)においては、円高の

影響に加え、インプラントの売上が低調に推移しましたが、欧州販売拠点化に向けて積極的な活動を行うととも

に、当社との共同製品開発を推進するための体制整備を行いました。

　海外工場におきましては、ベトナムの生産拠点 MANI HANOI CO., LTD. は、生産工程移管の推進とともに、品質

向上とコスト低減を実現するため、生産効率の改善及び顧客への直接出荷体制の確立に努めてまいりました。さら

に、将来的な受注増加に対応すべく新工場の建設が完了し、稼働に向けた準備を進めました。また、ミャンマーの

生産拠点 MANI YANGON LTD. 及びラオスの生産拠点 MANI VIENTIANE SOLE. CO., LTD. は、運営の安定化を推進し

てまいりました。

　開発面については、引き続き「世界一の品質」を実現・維持するための生産技術開発・既存製品改良研究を海外

拠点と連携して行うとともに、先進国での売上拡大を目指して新製品開発を進めております。また、当第３四半期

連結累計期間中の新製品として、「リフトアップ針」（アイレス針関連製品）を発売しました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 12,392百万円（前年同期比 2.1％増）、営業利益は 3,158

百万円（同 2.7％減）、経常利益は為替差益の増加により 3,432百万円（同 8.3％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は 2,457百万円（同 6.8％増）となりました。

 

　セグメント別の業績概況は、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高につきましては、外部顧客への

売上高を記載しております。

 

（サージカル関連製品）

　前連結会計年度に引き続き、ロシアへの売上が低調に推移したものの、品質評価の高い眼科ナイフの売上が好調

に推移したことから、売上高は 3,111百万円（前年同期比 6.5％増）となりました。また、売上高が増加したこと

等から、セグメント利益(営業利益)は 898百万円（同 3.1％増)となりました。

 

（アイレス針関連製品）

　顧客在庫調整の影響があったものの、北米への売上が好調に推移したことから、売上高は 3,230百万円（前年同

期比 1.4％増）となりました。また、売上高は増加したものの、ベトナム新工場への生産工程移管準備により一時

的に原価が増加したこと、販管費が増加したこと等から、セグメント利益（営業利益）は 1,259百万円（同 4.6％

減）となりました。
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（デンタル関連製品)

　SDG の売上が低調に推移したものの、ダイヤバーの中国売上が好調に推移したことから、売上高は 6,050百万円

（前年同期比 0.4％増）となりました。また、売上高は増加したものの、利益率の低い製品の売上割合が増加した

こと等から、セグメント利益(営業利益)は 1,001百万円(同 4.9％減)となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 861百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 118,800,000

計 118,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年７月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,637,000 35,637,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 35,637,000 35,637,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

 平成29年３月１日～

 平成29年５月31日
－ 35,637,000 － 988,731 － 1,036,311

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成29年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　－ 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　－ 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等）
　　　普通株式

2,827,800
　　　　　　　　　－ 　　　　　－

完全議決権株式（その他）
　　　普通株式

32,801,700
328,017 　　　　　－

単元未満株式
　　　普通株式

7,500
　　　　　　　　　－ 　　　　　－

発行済株式総数 35,637,000 　　　　　　　　　－ －

総株主の議決権 　　　　　　　　　－ 328,017 －

 

②【自己株式等】

平成29年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

マニー株式会社
栃木県宇都宮市清原工業

団地８番３
2,827,800 － 2,827,800 7.94

計 － 2,827,800 － 2,827,800 7.94

　（注）当第３四半期会計期間末日現在における自己株式数は、2,827,800株です。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

（１）取締役の状況

　該当事項はありません。

 

（２）執行役の状況

　①新任執行役

　該当事項はありません。

 

　②退任執行役

　該当事項はありません。

 

　③役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

執行役
開発本部長
CTO

執行役
新規事業本部長
CBDO

村田　英一 平成29年４月７日

執行役
CNO

執行役
開発本部長
CTO

米　　賢二 平成29年４月７日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法 第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年３月１日から平

成29年５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年９月１日から平成29年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

マニー株式会社(E02340)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,764,718 6,540,349

受取手形及び売掛金 2,480,875 2,088,799

有価証券 41,126 －

商品及び製品 1,808,814 1,832,875

仕掛品 2,135,310 2,470,008

原材料及び貯蔵品 1,277,772 1,525,809

繰延税金資産 257,289 212,611

その他 518,415 416,793

貸倒引当金 △31,549 △28,448

流動資産合計 14,252,773 15,058,798

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,153,748 3,268,235

機械装置及び運搬具（純額） 3,704,076 3,580,383

土地 1,146,656 1,146,656

その他（純額） 1,226,353 2,971,033

有形固定資産合計 9,230,834 10,966,308

無形固定資産   

のれん 1,196,876 1,090,088

ソフトウエア 27,497 36,948

その他 381,166 417,851

無形固定資産合計 1,605,541 1,544,889

投資その他の資産   

投資有価証券 4,536,730 4,903,745

繰延税金資産 11,244 4,347

保険積立金 276,670 282,988

その他 8,973 8,849

貸倒引当金 △510 －

投資その他の資産合計 4,833,108 5,199,931

固定資産合計 15,669,485 17,711,128

資産合計 29,922,258 32,769,927
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 318,969 275,633

未払金 578,290 415,730

未払法人税等 404,826 466,707

賞与引当金 388,866 279,677

その他 416,206 905,633

流動負債合計 2,107,159 2,343,383

固定負債   

繰延税金負債 473,632 624,616

役員退職慰労引当金 93,640 103,470

退職給付に係る負債 447,439 437,887

その他 18,900 21,600

固定負債合計 1,033,611 1,187,574

負債合計 3,140,770 3,530,957

純資産の部   

株主資本   

資本金 988,731 988,731

資本剰余金 1,036,311 1,036,311

利益剰余金 26,765,837 28,172,952

自己株式 △3,124,135 △3,124,135

株主資本合計 25,666,745 27,073,860

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,469,514 1,768,260

為替換算調整勘定 △230,974 508,175

退職給付に係る調整累計額 △123,797 △111,326

その他の包括利益累計額合計 1,114,742 2,165,109

純資産合計 26,781,488 29,238,970

負債純資産合計 29,922,258 32,769,927
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年５月31日)

売上高 12,132,868 12,392,771

売上原価 4,873,173 5,151,411

売上総利益 7,259,695 7,241,360

販売費及び一般管理費 4,014,927 4,082,661

営業利益 3,244,768 3,158,698

営業外収益   

受取利息 12,567 12,093

受取配当金 32,116 38,258

投資事業組合運用益 1,174 7,206

為替差益 － 176,406

その他 40,887 43,501

営業外収益合計 86,745 277,466

営業外費用   

支払利息 110 110

投資事業組合運用損 1,492 －

為替差損 150,837 －

その他 8,165 3,267

営業外費用合計 160,605 3,378

経常利益 3,170,908 3,432,786

特別利益   

固定資産売却益 1,749 －

投資有価証券売却益 － 23,007

特別利益合計 1,749 23,007

特別損失   

固定資産売却損 21 －

固定資産除却損 15,507 9,119

特別損失合計 15,528 9,119

税金等調整前四半期純利益 3,157,129 3,446,673

法人税、住民税及び事業税 743,099 922,840

法人税等調整額 114,439 66,825

法人税等合計 857,539 989,665

四半期純利益 2,299,590 2,457,007

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,299,590 2,457,007
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年５月31日)

四半期純利益 2,299,590 2,457,007

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 50,358 298,745

為替換算調整勘定 △836,904 739,149

退職給付に係る調整額 2,028 12,471

その他の包括利益合計 △784,517 1,050,366

四半期包括利益 1,515,072 3,507,374

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,515,072 3,507,374
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更

 当第３四半期連結会計期間より、MANI MEDICAL INDIA PRIVATE LIMITEDは新たに設立したため、連結の範囲に

含めております。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
至 平成28年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日）

減価償却費

のれんの償却額

723,715千円

180,249

760,529千円

160,710

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月８日

取締役会
普通株式 452,494 41 平成27年８月31日 平成27年11月10日 利益剰余金

平成28年３月17日

取締役会
普通株式 496,636 15 平成28年２月29日 平成28年５月６日 利益剰余金

　（注）当社は、平成27年９月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割をしております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年９月１日　至　平成29年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月７日

取締役会
普通株式 492,136 15 平成28年８月31日 平成28年11月８日 利益剰余金

平成29年３月22日

取締役会
普通株式 557,755 17 平成29年２月28日 平成29年５月８日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

サージカル

関連製品

アイレス針

関連製品

デンタル

関連製品

売上高       

外部顧客への売上高 2,920,984 3,184,314 6,027,570 12,132,868 - 12,132,868

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 58,238 - 58,238 △58,238 -

計 2,920,984 3,242,552 6,027,570 12,191,107 △58,238 12,132,868

セグメント利益 870,828 1,320,394 1,053,545 3,244,768 - 3,244,768

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更に関する事項

 第１四半期連結会計期間から業績管理区分の見直しにより、従来「サージカル関連製品」に含まれて

おりましたアイド縫合針について、「アイレス針関連製品」に変更しております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年９月１日　至　平成29年５月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

サージカル

関連製品

アイレス針

関連製品

デンタル

関連製品

売上高       

外部顧客への売上高 3,111,927 3,230,331 6,050,513 12,392,771 - 12,392,771

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 160,439 - 160,439 △160,439 -

計 3,111,927 3,390,771 6,050,513 12,553,211 △160,439 12,392,771

セグメント利益 898,166 1,259,110 1,001,421 3,158,698 - 3,158,698

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年９月１日
至　平成28年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年９月１日
至　平成29年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 69.56円 74.89円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
2,299,590 2,457,007

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
2,299,590 2,457,007

普通株式の期中平均株式数（千株） 33,059 32,809

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

(剰余金の配当)

当社は、平成29年３月22日開催の取締役会において、剰余金の配当を行うことを次のとおり決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　557,755千円

②１株当たり配当金額　　　　  　　17円

③基準日　　　　 　　　平成29年２月28日

④効力発生日　　　　　 平成29年５月８日

(注)　平成29年２月28日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年７月14日

マニー株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　　厚　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筑紫　　徹　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐伯　哲男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマニー株式会社

の平成28年９月１日から平成29年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年３月１日から平成29

年５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年９月１日から平成29年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マニー株式会社及び連結子会社の平成29年５月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成28年８月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人による四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成28年７月15日付で無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して平成28年11月25日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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